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宮崎縣西臼杵郡三カ所粒・鞍岡村附近の地質
　一ゴトランド・二畳系ならびに白璽系の新しい分布一

斎藤正次＊紳戸信和＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

　　　GeologyoftheSa玲ga曲o－K服raokaDistrict，MiyazakiPrefecture

－New　occurrences　of　the　Gotlaロdian　Permian　and　Cretaceous　Sediments一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　by

Masatsugu　Saito＆Nobukazu　Kambe

　　　A　recolm塾issance　s皿vey　was　carried　out．at　Sangasho－Kuraoka．　Various　format1ons

probably　of　Paleozoic　and：Mesozoic　ages　are　玉ithoIogically　distinguished．Some・of　the

formatlons　yield　fossils　available　for　age　determinat至ons，and　in　particular，the　GOtlandian

（contai五ing伽顔漉s，勲∂os漉お・and　Tηがαε卿α），Permian・（containing　fusu玉in1ds）aud　lower

Cretaceous（containing　molIuscs　and　plants）sediments　are　newly　ascertained．

1．緒　　言

　50万分の1地質図「鹿児島」の編図5万分の1地質図

幅r三田井」の調査に関連し，かつ宮崎県庁より依頼を受

け七いる同県地質図の編図をかねて，宮崎県西臼杵郡三

ヵ所村および鞍岡村の全域，ならびに同郡高千穗町・東臼

杵郡諸塚村および椎葉村のうち，上記両村に隣接する一

部を踏査する機会があつた（5万分の1地形図，高森・

鞍岡・三由井・諸塚山参照）。この地方は九州の中心部

にあつて，南九州の山地の北縁が阿蘇火山の裾野に直接

に臨むところにあるo鉄道から遠くて不便なためか，地

質上の報告はあまりない所で，従来は阿蘇熔岩が分布す

るほかは，山地は漠然と古生層からなるとされていた。

しか』し，踏査の結果，この山地には古生層のほかにいろ

いろの中生層が介在し，また古生層にも，いろいろのも

のが区別され，ことにゴトランド系および白璽系がある

ことが確認された。この地方の地質について，いままで

のところ概査の程度であり，また化石の鑑定，火成岩等

、の検鏡も完了していないが，とりあえず踏査結果をとり

まとめてみた。　 　　　　　　　　　’　・

　調査区域のうち，三ヵ所村南西部については，本所の

清原清人技官がかつて踏査した結果を参考にした。本文

の化石の鑑定ほ， 古生代のものについては本所の礒見博

技官，中生代のものについては本所の田中啓策技官をそ

れぞれ煩わしつつ，おもに神戸が取扱つた。なお野外調

査には，宮崎県庁，同県の西臼杵地方事務所，三ヵ所・

鞍岡・高千穂町村役場から多大の協力を得たげ

2．地質概論

との地域に分布する岩層を分類して，次に列挙する。

』古　生

中　生・

　　ぎおんやま

界∫　　　　　　　　　　ド　　砥園山層（ゴトラソド系）
　　かがみやま
　　鏡山層（古生界上部）
　　ゆるぎだけ
　　揺嶽層（　グ　　）
　’L　　もろづかやま　
　　諸塚山層（　〃　）　　・
　　たからぎ
　　財木層（あるいは中生界？）

　　しまんと
　　四万十層群　、
界∫　　とねごラ・Pま
　　戸根川山層（ジュラ系上部？）
　　おロおいし
　　大石層（中生界上部）　　　←
　　れかややま　　　　　　　　　　　ヴ
　モ　　高屋山層（？）
　　たカ　た
　　高畑層（中生界上部）
　　しぼのもと
　　芝ノ元層（下部白璽系下部統）

麟欝灘辮塩蒙灘森
　　雛謝く熔岩・浮碍

　古生界・中生界の諸層は，西南日本外帯に特徴的な東

北束一西南西に延びた帯状に配列し，また火成岩および

変成岩も・この構造に深い関係をもつて出現する・これ

らの穣子は熊本県八代の南方の球磨川地方1）に知られて

いる地質と酷似し，これの東北東の延長がこの地方に現

＊地質部

1）　松本達郎・勘来良羅齢：地質巡検族行案内書「球磨川下流亙域」，

　　　　　　九州大學理學部地質學教室（1952）
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われているのであろう。た黛，この地方では，阿蘇火山

噴出物が河谷を広く満たして基盤岩層を隠蔽しているの

で古生界・中生界等の調査にはや玉木利な点がある。、

　曇、’垂　……望
　　　　　　　’≡…i…≡一｝…i．

．　一議蓼辮
－1藷螢霧
　ぞロ　　う　　　　　　　　　　　　　 　り

妻饗藻□阿蘇火山噛…

△

一奪雲雲ぎ一中生界

宮崎縣西臼杵郡三カ所村・鞍岡村附近地質圖

　　　　　　3．古生界

古生界の諸層はおもに岩質あるいは構造的見地から，

皿皿偉’元讐
隈翻高畑唇
［巫㎜高握山騒

皿大石層
皿皿戸根川山層

皿四万＋層群
　　　　’

　　　　　層

　　　　　層〆

睡轟石灰岩
纒花酷石英斑都酷質片職

薩羅輝脚顧灘繋），

纏蛇，紋岩
醗蟹翻塩基桂片麻岩

文　化石産地

×　鉱　　山

△　鉱　　床

〇α銅囎

Mη　マ　ツガ　レ

一応分けられたものである・しかし所々に化石を産レ，

時齢かなりわかつてきている・

3・1誠軍山層
鞍岡村の中心部落の鞍岡（砥園町）を訪れると，その南』

東側に急な山が聾えていたのが印象的である。これを西』［

方から望むと，高所に石灰岩の亘大な露頭があり，これ、－
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宮崎県西臼粁郡三ヵ所村・鞍岡村附近の地質　（斎藤正次・神戸信和）

から崩落した岩塊が山腹斜面に無数に転在している○

これらの石灰岩は白色ないし灰白色で，やX結晶質

であり，ことに淡い赤桃色の斑点があるのが特徴で

あつて，古生界の他の部分にみられる含紡錘虫石灰

岩や無化石石灰岩と，一見じて相蓮がある。こXの

石灰岩からTηが偽耀および海百合の茎を産する。’

石灰岩に伴つては，、青緑色を呈する特徴ある珪質岩

からおもに構成される地層があり，これと石灰岩と

を含めて砥園山層とする。砥園山層はこXから東北

東に砥園山方面に亘つて分布する。石灰岩は山稜線　ζ

のいくらか南を辿つて漣続し，遠くからも大きな露

頭として望まれ，またその南側の青緑色珪質岩のな

かにも何枚も挨まれている。これらの石灰岩から

伽砂s伽（丑cfr．鰍伽〃¢吻s才sSugiyama〒Fig・

1），勲砂os漉s，丁塑がαs卿α（IT．sp．三Fig．2）を見出

すζと、ができた。こNの砥園山層の分布は三ヵ所村

大石の北西方で断層で断たれるが，この間延長約4

kmにおよび，幅は3GO～450mに蓬する。砥園山
層の分布の両側には花嵩岩質ないし石英斑岩質の酸

性火成岩が随伴しているのが常である。北側の酸性
　　　　　　　　　　ちゆうのほり
火成岩はさらに東方に三ヵ所村中登嶽・二上山に亘

つて延び，そして，そあ南斜面にも，『青緑色珪質岩・結

晶質石次岩等からなる地層が，延長約2奪m，幅1GO

m内外をもつて，ふたたび露出している。た黛し，

この部分からは化石を未だ見出していない。

　三ヵ所村大石の東側の道路ぎわ山脚に，石次岩の鵯

・小露出がある。・この石友岩は阿蘇熔岩で囲まれてお

り，また北には中生界の大石層，南には古生界の揺

嶽層が玲布する境，おそらく構造線の附近に位置し

ているりで，どの地層に属するかは確かでない。そ

圖版1互α勿就εS　cfr．驚乞脇慨8ηs乞s　Sugiyama，Tangenもi組

　　　　sec仁ion，Y．Masai　photo，

して，砥園山層の他の分布からは離隔しているが，しか

し，赤桃色の斑，点を持ち，岩質は砥園山層のものに似て

いる。，この石友岩には海百合の化石がおびただしく含ま

れる部分があるQ

五箇瀬川以西の鞍岡村地内には，砥園山層は未だ見出

されていない。

砥園山層は，含有珊瑚化石からみてゴトラソド系に属

し，岩質・化石ともに球磨川地方の下松求麻村深水のゴ

トラソド系に酷似するらた黛し，球磨川地方に比べて，’

この地方のゴトランド系の分布は著しく広大なものであ

る。

3．2鏡山層
鏡山層はこ、の地方の山地の最北すなやち高千穂町愛

宕山一三ヵ所村津花峠，三カ所村鏡山および鞍岡村黒峯

の3山塊を含む地帯に分布する。衣白色の砂岩，黒褐色

圓版II　T7観⑳乙αs？π（忍sP．Cross（shght王y　ob駐qlle）

　　　section，Y．Mlasai　photo．

の粘板岩，輝緑凝友岩，一部は友色多くは赤褐色を呈す・

るチヤートからなり，石灰岩の小レソズを挾む。地層面

に滑つて輝緑岩・閃緑岩および蛇紋岩によつて頻繁に貫

ぬかれていることによつて多分に特徴づけられ，かつ，

その附近では岩石が千枚岩化されていて，例えば鏡山山’

塊では，泥質千枚岩・片状砂岩・「緑色千枚岩・片状珪岩

等がむしろ主要構成岩になつているほどである。

　地層の走向は：N45～70QE，傾斜は場所によつてNあ

るいはSに30・》700である。愛宕山一津花峠出塊，また

ことに黒峯由塊では，全体として向斜構造をなすのが窺

われ，そして向斜の軸附近では輝緑岩等の貫入が多い傾

向がある。鏡山層の分布の南側は断層関係をもつて揺嶽

層・花醐岩または芝ノ元層と接するが1この断屠に滑つ

ては蛇紋岩・輝緑岩等が貫入していることが少なくないQ

　黒峯山塊の古賀・一の瀬・小川に亘る附近では，千枚
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岩や輝緑岩が少なく，次記の揺嶽層に似た岩質を呈す

る。一方，揺嶽層にも部分的には輝緑岩等の附近で岩石

が千枚岩質であることがある。鏡山層と揺嶽層との区別

は多分に，後に貫入した輝緑岩等の多寡千枚岩化変成

作用の多少，構造的見地に拠つてなされ売ものである。

鏡山層からは化石はまだ見出されていないが，この地一．

層は岩相および構造的見地からみて，5万分の1地質図

幅「三田井」の調査によりて判明している岩戸村土呂久附

近の地帯に分布する地層のほ黛延長と看倣される。そこ

では石灰岩から紡錘虫を産するので，鏡山層も古生界上

部であろう。

3．3揺嶽層・
本層は調査地域の南半部の広い範囲に分布する・お、も

に砂岩からなり，，粘板岩ないし頁岩を含み，チヤート層

を多数顯著に挾み，このほかに所々に石灰岩，稀に礫岩

および輝緑擬灰岩を伴う地層である。また鏡山層ほど頻

繁ではないが輝緑岩等で貫ぬかれ，その附近には部分的

に千枚岩質岩石も露出する。揺嶽層の走向はN40～

800E傾斜は多くはN40～700を示す。

　砂岩は灰色で，風化面では帯赤褐色である。堅硬・塊

状であるが，不規則な割れ目に富む。砂岩自体では層理

は明らかでない。粘板岩と互層する場合にも，層理は乱

されていて，同」露頭でも部分によつて方向が不安定で

あることが少なくない。粘板岩ないし頁岩は黒灰色であ

る。礫岩は，砂岩のうちにチヤート等の礫が部分的に集

つて含まれ・るもので，あまり蓮続性はない。チヤートは

黒灰色・乳白色，一部は赤褐色を呈し，堅硬なもの，割

れ目に富むもの，数cm幅勿縞状層理を示すもの等があ

る。厚さ数10m以下の層をなし，走向に長く連続し，

地表に突出した顯著な露頭を現わす。石原岩は揺嶽層地

域の所爆こ散在して挾在し，n数mから数10mの厚さ

をもつて露出する。暗灰色ないし灰白色を呈し，結晶質

でないものが多く，紡錘虫り化石を彩産するものが少な

くない。含紡錘虫石灰岩として次の諸産地が知られ，紡

錘虫はそれぞれ下記の如くである。

　鞍岡村小川南西方300m　Ps即4げz6s％」伽θ・丁励6吻s

　同村荒谷東方　1．5km　Ps躍4040♂JoJ∫繊

　向村本屋敷南方700m漉os6h観g観鵤
　同村波帰南方　　2km．〈吻soh脚g醜照

　椎葉村中崎南側　　　　ハ物sohω4g師照

　三ヵ所村南端小原井越の北側ハ吻soh磁go吻4

　揺嶽層は上記紡錘虫化石により，二畳系に属する。揺
㌧
嶽 暦の北東の延長に当る地層はデ三田井図幅の岩戸村上

村から以南に広く分布し，上村附近にも紡錘虫・二枚貝

等を含む石灰岩が露出する。

　中登嶽から二上山に亘る花嵩質岩の北に接する部分に』

は，や～軟弱な感がある砂岩・粘板岩が分布し，このう

ちに灰白色の石灰岩の薄層で，海百合・蘇虫類（？）等の

化石を含むものが介在するbこの部分のさらに北側には

蛇紋岩を境にして，標式的の揺嶽層が分布する。この軟

弱岩層の部分は，他の揺嶽層の大部分とは岩質に相違が

あり，あるいは中生界に属する疑もあるが，未だ確証す

る比至らないので，差当り揺嶽層に含めておく。

　三ヵ所村南部の桑木谷附近から戸根川山南方山稜にか

『げて，チヤーi1がほとんどなく，黒色頁岩がかなり厚く’

発達する部分がある。この部分も揺嶽層に含めてあるが

一抹の疑間なしとしない。、

椎葉村胡麻山から仲塔に至る道肇上にほ層理の明瞭な

砂岩・粘板岩の互層が露出し，礫岩の薄層を挾む所があ

る。粘板岩は炭質物を多量に持ち，炭質物は部分的に石’

墨様を呈する。この所の地層は後述の財木層に岩質が類

似する。

　3．4諸塚山層

　古生界の分布地域の最南の地帯には，厚い石灰岩層が

何枚も近接して出現することによつて特徴づけられる諸

塚山層が走つており，椎葉村仲塔から黒嶽・大仁田山・

諸塚山・高千穂町秋元南方に分布する。その延長は三田

井図幅の戸川岳i見立鉱肉南側に向？ている。諸塚山層

一には石灰岩の他にチヤート・輝緑凝灰岩〃輝緑岩・砂岩・・

粘板岩等を含む。地層は仲塔附近ではN70。E・．黒岳以

東ではおおむねNEの走向を示し，r傾斜はほとんど常に

：NWである。

　石灰岩は灰白色で，化石は見出されていない・チヤー

域ま暗灰色ないし乳白色で，蓮続1生に富む層をなし，地表

に突出して露出する。大仁田山・諸塚山附近では石灰岩

とヂヤートとが交錯して堆積した様相を示し，密接な関

係をもつて分布する。砂岩・粘板岩には，チヤ・一トに伴一

つて著しく珪質なものが少なくない。輝緑凝灰岩～輝緑

岩は淡緑色ないし濃緑色を呈し，一般に尖滅しやすい。

　本層は岩質および構造的見地から，球磨川地方の古生

　　　　　　　ヤ界のうち，神瀬帯の部分にあたるのであろう。、

　3．5財木層
　椎葉村財木を通る東西の地帯には，砂岩・粘板岩の互

層から構成され，明瞭な層理を示す地層があり，北およ　・

び南は断層で境されて揺嶽層地域に介在する。これを財

木層として区別する。粘板岩には不完全な植物破片およ

び炭質物が多い6地層の走向はN50僧709E～傾斜は60

～70。Nで，揺嶽層に比べて擾乱が少ない。財木層はあ

るいは中生界に属する疑も昂るが，その証拠はまだない

ので一応古生界に含めておく。
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4．中生界
　古生界地域より南には西万十層群が現われ，また古生

界地域内にも，構造的に介在したおおむね別個の地帯を

作つて，戸根川山層・大石層・高屋山層・高畑層および

芝ノ元層が分布する。化石は未だ充分には見出していな

いが，これらの各層は古生界諸層と岩質塗明らかに異に

し，また古生界とは多くの場合明瞭に断層で境され，西

南日本外帯の他地方のものと比較して，いずれも中生界

に属すると考えてよいものである。た璽しいままでのと

ころ，各層の岩質と分右が判明した程度であつて，構造

や時代あるいは各層の相互の層序的の関係は，かならず

しも明らかではない。

　四方十層群を除く中生界の諸層は，調査地域内では五

箇瀬川以西には続いていない。
　　　　　　　　　　　■
　4．1四万十層i群
　古生界の南限には明らかな構造線があり，それ以南，

すなわち椎葉村仲塔南方，諸塚村猟師籔にかけては，四

国で四万十層群として知られているものに該当する地層

が分布する。この地層は砂岩・粘板岩の互層からなり，

常に層理が明らかである。走向は：N45～85。E，傾斜は

60～80QNである。

　4．2戸根川山層

　戸根川山層は揺嶽層地域内に狭い帯状に介在し，鞍岡

村大平東方から三ヵ所村戸根川山北側，一ノ瀬を経て，F

笹越西方に亘つて分布する。砂岩・粘板岩からなり，礫

岩・石灰岩を挾み，チヤートを含まない。地層の走向は

NE，傾斜はおおむねNWである。両側の揺嶽層どは断

層で接し，または断層に漕つて出現した形の蛇紋岩・輝

緑岩・塩基性片麻岩・花嵩岩質片麻岩等の岩体を間にし

て相対する。

　砂岩は古生界のものよりも暗色・緻密・細粒のものが

多くて，珪質ではなく，やX軟弱の感があり，ことに層

理をよく示す。砂岩には礫質砂岩や稀にはアル1コーズ質

のものもある。礫岩は連続性に乏しくて砂岩または粘板

岩に移化し勝ちである。礫は径数10cm以下で，淘汰

良好な円礫であり，チヤート・珪質粘板岩己花歯質岩・P

輝緑岩質緑色岩等からなり，膠結物は砂質または泥質で

ある。粘板岩は黒色で砂岩と互層し，層理をよく示す。

風化すると黄灰色となり，薄片に解離する性質がある。

壁開がよく発達した部分では，古生界の粘板岩よりも却

つて強い葉片状を呈することもあるが，この場合も片理

は整然と並行であつて，古生界の場合のように擾乱され

ていない。笹ノ越南西側では黒色粘板岩に，いわゆる生

痕（：Lebensspuren）が認められた。石灰岩は利根川山西

方に露出し，黒灰色不純である。

　利根川山の石灰岩の北側には黒灰色の粘板岩が分布し

このうちには海百合・蘇虫類の他に小型の菊石が含まれ・

る。この菊石は未だはつぎりとは鑑定してないが，おそ

・らくジユラ紀後期のものと思われる。　　　　　　　　　ノ

　4．3大石暦
　大石層は調査地域の中央部を，鞍岡村大石内から三カ

所村大石を輝て，高千穂町杉ケ越以東に亘る地帯を占め

て分布する。南は古生界の揺嶽層・北は砥園肉層また嫡

酸性火成岩とそれぞれ断層で境される。砂岩・礫岩・頁

岩・粘板岩からなる。地層の走向はENE，傾斜は概し

てNである。

　砂岩は灰色で粗粒ないし中粒であり・古生界のものよ

りも珪質でなく，脆い感がある。層理は明瞭でないが，

頁岩等と互層扇た部分では明らかである。砂岩には白色’

でアルコーズ質のものもある。礫岩は砂岩に伴つて随所

に含まれている。礫岩の礫は拳大以下の周礫であつてド

おもにチヤートからなり，砂岩・珪質頁岩・花崩岩・石

、英斑岩を混え，また砥園山層に特徴的な青緑色珪質岩も

かなり含む。膠結物は砂質で浅）る。頁岩ないし粘板岩は

暗灰色で，層理を示す。

　大石層からは化石は見出されていない。大石層は古生

界と岩質をまつたく異にし，おそらくは中生界上部であ

ろう。　　　　　　　　　　　》

　4．4高屋山層
　調査地域の北東部において，鏡山層の南側を東西に走

る地帯，すなわち高千穂町高屋山から跡取川附近には，

古生界のものと比べて畝弱な砂岩・粘板岩の互層からな

る地層があり，これを高屋山層とする。粘板岩には植物

の不完全な破片および生痕を留める。

　高尾山層も岩質からみて，おそらく中生界であろう。

　4．5高畑麿
　調査地域の北部の三ヵ所村高畑附近には，赤褐色を呈

する特徴ある礫岩からなる高畑層が分布する。同様な礫

岩は，そゐ南西方の鏡山山塊にも，鏡肉層の間に断層で

挾み込まれて小さく露出する。

　礫岩の礫は淘汰不良で，径数mmから10cm以上に

亘る。その岩種としては，輝緑岩質緑色岩が最も多く，

その他チヤート・砂岩もある。礫の表面は赤褐色に汚れ、

ていて，また膠結物も赤褐色宅あり， この赤褐色質物は

塩基性火成岩の分解物と、思われる。

　礫岩は無層理であつて，したがつて高畑層の構造は不

『明確であるが，次記の芝ノ元層の構造に徴し，おそらく、

比較的緩い惚曲を行つており，その結果，同一層準が繰

り返して広範囲に露出するに至つたのであろう。i基盤の

鏡山層との関係は直接観察していないが，，三ヵ所村赤谷
ー
の
北
東 の分布からみて，傾斜不整合であろう。
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，　木層は化石を産出Lていないが，岩質からみて中生界

．上音Bと、思われる。

　4．6芝ノ元層
　本層は調査地域の北部の鞍岡村笠部，三ヵ所村芝ノ

元，同村中村・高千穂町跡取川を連ねる附近の地帯に分

布する。分布の北側では断層または輝緑岩体を境にして

鏡山層と，南側では断層をも？て酸性火成岩あるいは揺

嶽層と接する。三ヵ所村兼ケ瀬がら南西の山脚を縫つて

芝ノ元方面に至る道路が新設されていて，これに滑つて

芝ノ元層のよい露出が観られる。

　芝ノ元層は頁岩・シルト岩・砂岩・礫岩からなり，古

生界の諸層とは岩質が明らかに相違する。頁岩お声びシ

ルト岩は暗緑次色であつて，これには層理が明らかな部

分と無層理で小角片に崩壊し易い部分まがある。砂岩に

、は緑灰色なv・し暗灰色のもめが多いが， 三ヵ所村荒斧附

近には白色で長石に富むアルコーズ質のものが存在す

る。礫岩は径数6m以下の円礫ないし角礫を，砂また

は暗色珪質物で膠結したものである・礫の岩種とじては

乳白色・青灰色・黒色等gチヤートが最も多く，その他

に玲岩等もあり，また砥園山層に特有の青緑色珪質岩も

かなり含まれている。

　三ヵ所村戸川附近の小道路上に露出する頁岩ないしシ

ルト岩から，二枚貝・巻貝および植物の化石が早出昏れ

た。このうちには田中技官によって

　　Po砂耀so諏（乃040耀伽） 5h蜘吻sJsYABE＆

　　　NAGAO
　　皿～面6α，sα％oh％6％sげs　YABE　＆NAGAO

　　α召40少h18扉s6短」がo吻zJε（GEYち．）　？

　　Sンリh6”oメ）渉6ガs　sp．

と鑑憲され，下部白璽系下部統に属するこ≧を示すもの・

が含まれ，芝ノ元層は球磨川地方の川口層に対比される。

　芝ノ乖層の地質構造はまだよくわかつていない。全体

とし七ENEの軸を持つ摺曲構造であるらしいが，しか

し場所によつて地層の走向がずれており，傾斜も方向が

狂い，その角度も大小様々であつて，小鷺曲を繰り返す

ものと思われ，芝ノ乖層の構造は古隼界諸層等にみられ

る過落「曲構造とは差がある。

　芝ノ元層の分布の東端の跡取川西方では，高所に芝ノ

元層が分布し，低所の山脚附近で基盤の鏡山層に接する

部分には，高畑層に特有の赤褐色礫岩があり，芝ノ元層

は高畑層の上位に蓮続するらしく思われる。

　　　　　5・火成岩お．よび変成岩

　調査地域には，’・花嵩岩・石英斑岩・花嵩片麻岩・』輝緑

岩・蛇紋岩・塩基性片麻岩等が，上述の水成岩諸層の層

面に沿つて，あるいは断層に漕つて出現している。これ

（第5巻第3号）

らの岩類の出現の時代，水成岩諸層との関係はまだ明ら

かでない点が多い。これらQ岩類は北東方の祖母山附近

の火山岩類，，大崩山附近の花嵩岩類等どは，まつたく別

個の古期のものである。

　5．玉花嵩岩・石英斑岩・花嵩岩質片麻岩等

　ゴトラソド系の抵園山層の分布に伴なつて，酸性火成’

岩が帯状に現お靴ているのが顯著である。この火成岩は

岩質の変化に富み，部分にまつて優白色あるいは暗色を

呈し，また粗く等粒で花歯岩質のとと，緻密な石基中に

石英・長石の角斑晶を持つて石英斑岩類のこと等があ

る。また破砕作用を受けた所もある。岩体を横断した踏

へ査をまだあまり行つていないが，例えば鞍岡村笠部から

撃三ヵ所村大石に至る峠道では，石英斑岩・細粒黒雲母花、

崩岩・花嵩岩質片麻岩・黒雲母片岩等の岩相が現われて

いて複雑な様子を示す。諏

　上記のほかに，おもに揺嶽層の分布地区の北部には，

花嵩岩質片麻岩等が小岩体として出現している。

　5．2輝緑岩・蛇紋岩・塩基性片麻岩等

　輝緑岩は古隼界の鱗山層に頻繁に貫入しているほか，

揺嶽層地域にも大小の岩床をなして現われる。暗緑色r

緻密・塊状の岩石であるが，部分によつては粗粒となり’

閃緑岩質ないし斑糎岩質を呈する。鏡山層中のものでは、

赤褐色に変質した部分も多い。また鏡山層中のもの々，

鞍岡村本屋敷の西方等では片理を生じて千枚岩質の部分

もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　蛇紋岩は鏡山層地域で輝緑岩に伴なつて現われるほか

揺嶽層分布地域の北半部，ことに中生界め利根川山層・

大石層等が介在する附近に，しばしば構造線に滑つて出

現する。■

　塩基性片麻岩は粗い黒白の縞をもつ岩石であつて，利

根川山層が分在する附近に出現する。

　中生界の高畑層の礫岩には鑑基性火成岩源の物質が多

量に含まれていて，ことに礫として含まれる緑色岩は，

基盤の鏡山層地域に多い輝緑岩等と酷似している。しか

し一方，輝緑岩や蛇紋岩ので部は高畑層をも貫ぬくかの一

ように分布する所があり，また中生界の諸層を切る断麟

に沿つて出現するものも多い。このように複雑セあつて，

塩基性岩類の出現ゐ時代については，未だ明らかでない。

6．阿蘇火山噴出物

　調査地域から北にぱ直接に阿蘇火山の外輪山が広く裾

野を展開している。噴出物は調査地域の五箇瀬川・三カ

所川等の谷の奥深くまで侵入しているdおもに塩基性安

山岩質の熔岩，いわゆる灰石からなる。1また鏡山の北側・

や三ヵ所村高畑・横道附近では，これを薄く被つて浮石

層がある。
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7．鉱　　床

　・鉱床については，本文には概要だけを記述するQ

　鉱床のおもなものは，三ヵ所鉱山・椎葉鉱山の銅鉱床

．と古生界に伴なうマソガン鉱床とである6

　三カ所鉱山は調査区域の北部の鏡山の東麓にあり，鉱

1床は鏡山層が千枚岩化された地域にある。鉱床の母岩は

片状を呈する輝緑岩および赤褐色千枚岩であり，鉱床附

・近には軟弱な粘土質帯が伴なわれる。鉱体は全体として

は層状ないしレソズ状の形態を示すが，その鉱石は緑泥

石化を受けて黒緑色に変つた輝緑岩の中に，細かい網目’

・状や縞状に黄銅鉱・斑銅鉱・黄鉄鉱等の金属鉱物を少し

く含むものである。例えば楓峯鉱山のような，本邦に広

くみられる含銅硫化鉄鉱床とは別の型式のものであつて

『すなわち黄鉄鉱はさほど多くなく，したがつて鉱石は金

属光沢に乏しい。しかし黄銅鉱の他に斑銅鉱がかなり含

まれるので，11見掛けによらず銅品位は悪くない。粗鉱の

平均品位は銅1．5％，硫黄4・5％と称せられ，この硫黄

分が少ないことからみても黄鉄鉱が多くないことがわか

る〇

　三ヵ所鉱山附近と同様な地質は鞍岡村北西部にも連続

して分布し，そこにも所々に旧坑があるが，鉱床の状況

は現在不明である。

　椎葉鉱山は調査地域ゐ南部の椎葉村財木附近にある。

現在休山中であり，’かつ本鉱山については，さきに本所

．から報文9）が出ているので，こ玉には地表で特に気付い

たことだけを述べる。鉱山附近の地質は揺嶽層の砂岩・

粘板岩gチヤート・石灰岩等からなり，石灰岩には大型

紡錘虫の化石を多産する部分があるので，この附近の地

層は二畳系に属することは明らかである。坑外に散在す

る鉱石は緻密な黄鉄鉱塊中に黄銅鉱を伴うもので，脈石

をほとんど含まず，金属光沢が強くて桓峯鉱山その他の

含銅硫化鉄鉱床の鉱石と同類である。しかし，この種の

他の鉱床の附近で一般にみられる事象と相違して，椎葉

鉱山附近でほ岩石は片理をほとんど示さず，また緑色岩

もきわめて僅かしか分布していない。

　マソガソ鉱床は揺嶽層めチヤートおよび諸塚山層の北

限附近のチヤートないし珪質粘板岩に伴なつて存在する

が，この地域には稼行上特に有望なものは知られていな

い。　　　・　・　（昭和28年11月稿）

2）和田和雄：宮崎縣西臼杵郡稚葉村稚葉鉱山含銅硫化鉱床調査報

　　　　　　告，地質調査所速報，ioO，昭和24年
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